
補助資料 B     令和６年度      人 権 教 育 の 全 体 構 想 図       東京都八丈島八丈町立三原中学校 

法令 

◎ 日本国憲法 

国民は、すべての基本的人権の 

 享有を妨げられない。 

◎ 教育基本法 

すべて国民は、ひとしく、その 

 能力に応じた教育を受ける機会を 

与えられなければならず、人種、 

信条、性別、社会的身分、経済的 

地位又は門地によって、教育上差 

別されない。 

◎ 人権教育及び人権啓発の 

       推進に関する法律 

地方公共団体は、基本理念にの 

っとり、国との連携を図りつつ、 

その地域の実情を踏まえ、人権教 

育及び人権啓発に関する施策を策 

定し、及び実施する責務を有する｡ 

◎ 東京都教育委員会の教育目標 

東京都教育委員会は、子供たち 

が、知性、感性、道徳心や体力を 

はぐくみ、人間性豊かに成長する 

ことを願い、 

○ 互いの人格を尊重し、思いや 

りと規範意識のある人間 

○ 社会の一員として、社会に貢 

献しようとする人間 

○ 自ら学び考え行動する､個性 

と創造性豊かな人間 

の育成に向けた教育を重視する｡ 

また、学校教育及び社会教育を 

充実し、だれもが生涯を通じ、あ 

らゆる場で学び、支え合うことが 

できる社会の実現を図る。 

そして、教育は、家庭、学校及 

び地域のそれぞれが責任を果たし 

、連携して行われなければならな 

いものであるとの認識に立って、 

すべての都民が教育に参加するこ 

とを目指していく。 

◎ 八丈町教育委員会目標 

八丈町教育委員会は、本島のも 

つ特性を活かし、子どもたちが知 

性、感性、道徳心や体力をはぐく 

み、人間性豊かに成長することを 

願い、互いの人格を尊重し、思い 

やりのある人、社会の一員として､ 

社会に貢献しようとする人、自ら 

学び考え行動する、個性と創造力 

豊かな人の育成に向けた教育活動 

を行う。 

また、学校教育及び社会教育を 

充実し、生涯を通じ、あらゆる場 

で学び、支え合うことができる社 

会の実現を図る。 

そして、家庭、学校及び地域の 

それぞれが責任を果たし、連携し 

て、すべての町民が教育に参加す 

ることを目指していく。 

 

 

 

本 校 の 教 育 目 標 

 

 人間尊重の精神を基調とし、豊かな社会の形成に貢献

できる人間を育成する。 

 

       ○  や さ し い 人    

            ○  た く ま し い 人 

            ○  よ く 学 ぶ 人 

 
 

願 い 

○ 生徒 

素直で明るい面を生かし、常に周りの人 

のことを考えて行動をするようになる。 

○ 保護者・地域社会 

奉仕活動や職場体験学習を通して、他人 

への共感、社会の一員としての自覚、社会

に役立つ喜びを学ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
指 導 の 実 態 把 握 

○ 教育目標 

人権教育に関わる内容を盛り込む。 

○ 教育計画 

各教科、道徳、特別活動及び総合的な学 

習の時間の中で、系統的に指導するように 

編成する。 

○ 学習指導 

生命を尊重する心情、態度の育成につい 

ての適切な指導する。 

○ 生活指導・進路指導 

教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深 

めるように努める。 

○ 組織、研究・研修 

人権教育プログラムを十分に活用する。 

○ 教育環境 

個人情報について、十分配慮し慎重に取 

り扱う。 

○ 家庭・地域社会との連携・協力 

家庭や地域社会の関心や要望を的確に捉 

え、教育活動に反映させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

人 権 教 育 の 目 標 

  日本国憲法及び教育基本法の精神に基づき、児童の権利に関す

る条約などの趣旨を尊重し人権・民族・性別・出身地などあらゆ

る条件によって人を差別したり、偏見をもったりすることのない

健全で豊かな心を育て、他人の人格や人権を尊重できる態度を育

てる。 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

人 権 教 育 の 課 題 

 人権尊重の精神を基に、生徒一人一人の自己実現を目指さなけ

ればならない。そして、道徳教育を充実させ、自他の生命の重さ

・大切さを理解し、連帯感を育む教育を系統的に推進していく。 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

目 指 す 生 徒 像 

○ 身近な人権問題に対して偏見や差別の解消に努める生徒。 

○ いじめをなくし、望ましい人間関係を築いている生徒。 

○ 東京都人権施策推進指針に示された人権課題を正しく理解 

し、認識することができる生徒。 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全 教 育 活 動 に お け る 指 導 の ね ら い 

○ 日常的な指導でのねらい 

（生活の場）・いじめを絶対に許さず、仲間外れをしない。・すすんで挨拶をする。・協力して活動できる。 

（学習の場）・相手の立場に立って発言や発表を聞く。・他人の失敗や誤りを揶揄しない。 

○ 教科等でのねらい 

（間接的な指導） 

  国  語…適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を養う。 

  社  会…個人の尊厳と人権尊重の意義を正しく認識させ民主主義の理解を深める。 

  数  学…道筋を立てて考える能力を養う。 

  理  科…科学的に調べる能力と態度、生命を尊重する態度を育てるとともに、科学的な見方や考え方を養う｡ 

  音  楽…感性を高め、豊かな情操を養う。 

  美  術…感性を高め、豊かな情操を養う。 

  保健体育…公正、協力、責任などの態度を育て、健康、安全について理解を深める。 

    技術・家庭…生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。 

  外 国 語…積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度と実践的コミュニケーション能力の基礎を養う。 

  道  徳…思いやりの心をもち、自他の権利を尊重する心情や態度を育てる。 

異年齢間の交流を行い、多様な見方・考え方に触れる。 

  特別活動…集団や社会の一員として、よりよい生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。 

  総合的な学習の時間…自己の生き方について考えることができるようにする。 

（直接的な指導） 

  国 語 科 ･社 会 科 ･外 国 語…様々な人権課題や基本的人権について、正しい知識を身に付ける。 

  保健体育科…病気の正しい理解などを通して、ＨＩＶ感染者・ハンセン病罹患者等に対する偏見や差別意識の 

       解消を図る。 

  道   徳…誰に対しても偏見をもったり差別したりすることなく公正、公平にし、正義の実現に努めるなど 

の道徳性を養う。 

                                 

人権教育に関わる年間指導計画作成のための方針 

人権施策推進指針に示された、女性、子供、高齢者、障がい者、同和問題、アイヌの人々、外国人、ＨＩＶ感染者等、犯罪被害者やその家族、インター

ネットによる人権侵害、北朝鮮による拉致問題、災害に伴う人権問題、ハラスメント、LGBTQ+、路上生活者、その他の人権問題などの課題について効果

的に人権教育が進められるように各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間の中で、系統的に指導するように作成する。  

    
教 職 員 の 研 修 

○ 職員会議…人権について 

○ 校内研修…授業研究、講演 

○ 道徳授業地区公開講座 

  見識者を招いての講演会 

保護者との意見交換 

○ 体験・ボランティア活動 

○ 東京都教職員研修センターによる研修 

○ 小中合同の研修会 

学 年 ・ 学 級 経 営 

○ 第１学年…お互いの人格を尊重し、他人を思いや 

る優しい心情を養う。 

○ 第２学年…お互いの人格・良さ・違いを認め尊重 

し、偏見のない学級がつくれるように 

指導する。 

○ 第３学年…命の大切さを十分理解させ、心情豊か 

な生徒の育成に努める。 

保護者、地域社会等との連携 

○ 教育相談…年２回の面談と保護者会などで 

の情報交換。 

○ 授業参観…参観を通しての意見交換。 

○ 奉仕活動…校庭整備や地域清掃など汗を流 

しながらの人格形成。 

○ 意見発表会…生徒一人一人の発表を通して 

中学生の心情を探る。 



 


